
郡山市財務部財政課

１　実質赤字比率

令和４年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率について

実質赤字比率とは、一般会計等*4を対象とした実質赤字額の標準財政規模*5に対する比率

で、赤字がどのくらいあるかを示すものです。数値が大きいほど、財政が厳しい状況であ

ることを表します。

健全化判断比率は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比

率の４つの財政指標の総称です。この健全化判断比率のどれか一つでも早期健全化基準*1

以上となった場合には、財政健全化計画等を策定した上で財政の健全化を図らなければな

りません。

令和４年度決算に基づく健全化判断比率は、実質赤字比率及び連結実質赤字比率はとも

に実質収支が黒字のため算出されず、将来負担比率は、将来負担すべき実質的な負担額が

生じていない結果となりました。そのため、実質公債費比率を含め、いずれも国の示した

早期健全化基準に照らし、極めて健全な状態にあります。

　※財政健全化団体…財政健全化計画の策定・公表の義務付け

　　財政再生団体 … 財政再生計画の策定・公表の義務付け、再生計画に対する国の同意がなけ
　　　　　　　　　　れば地方債*3の起債制限

Ⅰ　健全化判断比率の状況

　本市の令和４年度一般会計等の実質収支額は 6,653,325千円の黒字のため、実質赤字比

率は算出されません。

早期健全化基準 財政再生基準*2

一般会計等の実質赤字額*6（実質収支額）

標準財政規模
実質赤字比率 ＝

令和４年度 早期健全化段階

― 11.25％以上

― 16.25％以上

1.9％ 25.0％以上

― 350.0％以上

財政再生段階

20.00%以上

30.00%以上

35.0%以上

比　率　名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

財
政
健
全
化
団
体

財
政
再
生
団
体

早期健全化基準…11.25%

財政再生基準…20%
ー　　（－）

【算定結果】( )は前年度数値
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２　連結実質赤字比率

３　実質公債費比率

連結実質赤字比率とは、公営企業*7会計を含む全会計を対象とした実質赤字額及び資金
不足額*8の標準財政規模に対する比率です。数値が大きいほど、財政が厳しい状況である
ことを表します。

本市の令和４年度連結実質赤字比率は、全会計の実質収支額等が 20,521,605千円の黒字

であり、また公営企業会計においても資金不足額がないことから、実質赤字比率は算出さ

れません。

実質公債費比率とは、地方債の返済額及びこれに準じる額が通常見込まれる収入に占め
る割合を指標化し、資金繰りの程度を示すもので、数値が小さいほど、借金返済の負担が
小さく、健全な状態であるとされています。

過去３か年の実質公債費比率は、令和２年度が 2.3％、令和３年度が 2.1％、令和４年

度が 1.6％で、３か年の平均は 1.9％となり、早期健全化基準の25.0％を大きく下回って

います。

連結実質赤字額（実質赤字額及び資金不足額）
連結実質赤字比率 ＝

標準財政規模

実質公債費比率

（３か年平均）
＝

（地方債の元利償還金、準元利償還金）－（特定財源、特定の基準財政需要額算入額）

標準財政規模－算入公債費等の額

7.7
6.7

5.9

5.0
4.6

5.1
5.6

5.0
4.3

3.2
2.7

1.9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

% 実質公債費率の推移

【算定結果】( )は前年度数値

ー　　（－）
早期健全化基準…16.25%

財政再生基準…30%

【算定結果】( )は前年度数値

1.9％　（2.7％）
早期健全化基準…25%

財政再生基準…35%
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４　将来負担比率

（単位：千円）

地方債の現在高

将来負担額　①

0 0 -

項 目
金 額

令和４年度

充当可能基金

充当可能特定歳入

基準財政需要額算入見込額

将来負担比率とは、地方公共団体の一般会計等の地方債や将来支払っていく可能性のあ
る負担等の現時点での残高を指標化したもので、数値が大きいほど、将来財政を圧迫する
可能性が高くなることをを示すものです。

140,249 33.2%

債務負担行為に基づく支出予定額 231,794 291,661 △ 59,867 △ 20.5%

公営企業債等繰入見込額 42,771,582 49,954,257 △ 7,182,675 △ 14.4%

151,287,895

令和３年度 増減 増減率

組合負担等見込額 562,637 422,388

154,815,865 △ 3,527,970 △ 2.3%

92,645,015 89,093,938 3,551,077 4.0%

0.2%

26,652,063

△ 1,546,780

△ 11,817,768 △ 2,476,783

退職手当負担見込額

損失補償を行った第三セクター等への負担見込額

連結実質赤字額

組合等連結実質赤字額負担見込額

0 0 0 -

0 0 0 -

2.4%

166,633,633 △ 1,051,187 △ 0.6%

31,081,078 755,485

29,976,907 △ 924,986 △ 3.1%

27,388,581 △ 736,518 △ 2.7%

8,884,269 △ 77,347 △ 0.9%

105,575,648 △ 881,686 △ 0.8%

ー

△ 21.0%

73,189,627

165,582,446充当可能財源等　②

うち都市計画税

算入公債費等の額④

標準財政規模③ 71,642,847

15,053,621 23,246

将来負担すべき実質的な負債額（①－②） △ 14,294,551

31,836,563

104,693,962

29,051,921

15,076,867

0

8,806,922

△ 2.1%

将来負担比率（①－②）／（③－④） ー

地方債の残高、債務負担行為*9に基づく支出予定額、退職手当負担見込額及び損失補償

を行った第三セクター*10等への負担見込額に係る負担など 151,287,895千円から充当可能

財源等 165,582,446千円を差し引いた令和４年度における将来負担すべき実質的な負債額

は、△14,294,551千円となっており、将来負担比率は算出されません。。

＝将来負担比率
将来負担額－充当可能財源等

標準財政規模－算入公債費等の額

【算定結果】( )は前年度数値

ー　　（－） 早期健全化基準…350%
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（単位：千円）

資金不足比率 資金不足比率

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

（％）

※人口は令和4年3月31日（いわき市は1月1日）の住民基本台帳人口

※実質公債費率は3か年平均

各公営企業会計（法適用及び法非適用）においては、いずれの会計も資金不足はなく、

比率の表示は「－」となります。

区 分

資金不足比率*11（経営健全化基準*12）とは、公営企業の資金不足額又は剰余額を、公営

企業の事業規模である料金収入等の規模と比較して指標化し、経営状況の悪化の度合いを

示すものです。数値が大きいほど、経営が厳しい状況であることを表します。

県内の中核市の令和３年度決算における実質公債費率と将来負担比率は次のとおりです。
なお、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、３市とも赤字が生じておらず、算出されて
いません。

Ⅱ　資金不足比率の状況

1,261

11,420,422

397,614

00 262,034

529,414 40,921 562,116

農業集落排水事業

総合地方卸売市場

熱海温泉事業

法
適
用
企
業

法
非
適
用
企
業

工業用水道事業

下水道事業

湖南簡易水道事業

中田簡易水道事業

熱海中山簡易水道事業

工業団地開発事業

資金不足額
又は剰余額

事業規模
資金不足額
又は剰余額

事業規模

令和３年度令和４年度

56 35,423 － －

13,086 32,972

－ － 6,529 1,989

38,119

397,567 5,164,938

515

－ － 7,782

公
営
企
業
会
計

7,258,637

39,026

260,966

127,213

520,997 5,209,667

670 125,702

10,919,526 7,316,951

－ －

水道事業

1.4 9.5

314,868人 7.8

0

全国中核市平均 5.4 51.2

Ⅲ　県内中核市等の状況

郡山市

福島市

いわき市

人口 実質公債費比率 将来負担比率

318,526人 2.7 －

271,798人

法適用の工業用水道事業、法非適用の３つの簡易水道事業会計については、令和３度末

で廃止。法適用の簡易水道事業は令和４年度から公営企業会計に移行しました。

874,900 0 820,188

－ －

2.7

簡易水道事業

資金不足比率 ＝
資金不足額又は剰余額

事業規模
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１　実質赤字比率
（単位：千円）

２　連結実質赤字比率
（単位：千円）

３　実質公債費比率
（単位：千円）

％ ％ ％

1.9 ％

△ 5.8%

-

実質公債費比率（単年度）

算入公債費等の額

標準財政規模

2.31.6

皆減13,086

- 6,529 △ 6,529 皆減

73,189,627

0

7,782 △ 7,782

-

△ 586,332 △ 2.8%

△ 1,546,780 △ 2.1%

△ 13,086

特定財源、特定の基準財政需要額算入額

13,153,187

11,744,959

70,309,603

8,963,702

12,958,874

11,607,598

73,189,627

8,884,269

56 皆増

303,220 37.8%

- 397,614 △ 397,614

公共用地先行取得事業

一般会計等

6,945,169 △ 291,844 △ 4.2%

0

計

10,919,526 11,420,422

国民健康保険

△ 40.1%母子父子寡婦福祉資金貸付金

属
す
る
特
別
会
計

0 0

6,653,325 6,653,325

30.1%

0

△ 4.4%

総合地方卸売市場

熱海温泉事業

湖南簡易水道事業

-

0 -

増減 増減率

0

県中都市計画荒井北井土地区画整理事業
一

般

会

計

等

△ 13,638 皆減

31.0%

-

0 0 -

6,923,655 △ 283,209 △ 4.1%

0 0

一般会計

令和３年度令和４年度

6,640,446

0 0

0 -

529,414 562,116 △ 32,702

520,997 397,567 123,430

670 515 155

10,773 21,014 △ 10,241 △ 48.7%

781,898 812,603 △ 30,705 △ 3.8%

0

0

0

0

12,879

71,642,847

6,653,325

-

△ 1,546,780 △ 2.1%73,189,627

－ －

－

21,107,937

法
非
適
用
企
業

中田簡易水道事業

0

一
般
会
計
等
以
外
の
会
計

水道事業

工業用水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

0 13,638

20,521,605

71,642,847

後期高齢者医療

介護保険

駐車場事業

法
適
用
企
業

1,104,946 801,726

簡易水道事業 56 -

0

計

標準財政規模

連結実質赤字比率（％） －

皆減

0 0 -

熱海中山簡易水道事業

工業団地開発事業

県中都市計画大町土地区画整理事業

郡山駅西口市街地再開発事業

皆減

区 分

公
営
企
業
会
計

－

0

0県中都市計画富田第二土地区画整理事業

県中都市計画伊賀河原土地区画整理事業

実質収支額
区 分

－

地方債の元利償還金、準元利償還金

区 分 令和４年度 令和２年度

－ －

0 0 -

実質公債費比率（３か年平均）

令和３年度

2.1

-

7 △ 7 皆減

実質収支額又は資金不足額・剰余額

令和４年度 令和３年度 増減 増減率

標準財政規模

県中都市計画徳定土地区画整理事業

△ 500,896

実質赤字比率（％）

21,507 △ 8,628

12,144,683

11,143,451

71,642,847

8,806,922

Ⅳ（参考）各指標の計算内訳
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*1【早期健全化基準】

*2【財政再生基準】

*3【地方債】

*4【一般会計等】

*5【標準財政規模】

*6【実質赤字（収支）額】

*7【公営企業（法適用企業・法非適用企業）】

*8【資金不足額】

*9【債務負担行為】

*10【第三セクター】

*11【資金不足比率】

*12【経営健全化基準】

国や地方公共団体が出資又は出捐を行っている一般社団法人及び一般財団法人（公益社団
法人及び公益財団法人を含む）並びに会社法法人をいいます。

　地方公共団体の公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率です。

地方公共団体が、自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、
資金不足比率について定められた数値です。

地方公共団体が、財政収支の著しい不均衡その他の財政状況の著しい悪化により自主的
な財政の健全化を図ることが困難な状況において、計画的にその財政の健全化を図るべき
基準として、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び実質公債費比率のそれぞれについて、
早期健全化基準を超えるものとして定められた数値です。

地方公共団体財政健全化法における実質赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の
会計のうち、地方公営事業会計以外のものが該当します。

数年度にわたる建設工事、土地の購入等翌年度以降の経費支出や、債務保証又は損失補
償のように債務不履行等の一定の事実が発生した時の支出を約束するなどの、将来の財政
支出を約束する行為。

当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度
に繰り越すべき財源を控除した額をいいます。

　「地方公共団体が１会計年度を超えて行う借入れ」をいいます。

公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもので、法適用企業については流動負債の
額から流動資産の額を控除した額を基本として、法非適用企業については一般会計等の実
質赤字額と同様に算定した額を基本としています。

地方公共団体が、財政収支が不均衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、
自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結実質赤
字比率、実質公債費比率及び将来負担比率のそれぞれについて定められた数値です。

地方公共団体が経営する企業であり、地方公営企業法の全部又は一部を適用している事
業を法適用企業、公営企業であって法適用企業以外のものを法非適用企業としています。

地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すも
ので、標準税収入額等に普通交付税を加算した額をいいます。

Ⅴ　用語説明
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